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◆ はじめに 

子育てにおいて以下の二点が基本である。 

→①社会をどうやって理解するか ②得意、才能を一緒に見つけ生きる 

→しかし、社会を理解するのは難しい。社会はギスギスと欲をコントロールできない。欲に負けないために「しつけ」がある。こ

の「しつけ」はこどもの為ではなく社会のために必要な仕組みである。 

◆ 合理的配慮について 

・共生社会の実現とは、一緒に生活し合い、お互いに育つきっかけをつくることである。 

・基礎的環境整備(ユニバーサルデザイン)と合理的配慮、新しい概念のどちらも学び合うことが大切である。 

・連続した学びの場 アコモデーション(調整)とモディフィケーション(変更) by 広島大川合氏 

→例）漢字習得の場合 漢字が書ける目的を基本とする、教えることの平等 10 回漢字を書く、結果を平等にする 漢字が書ける 

練習方法は多様 

◆ 諸外国との違いについて 

・アメリカの知的障害の診断目的は「支援」である。 

・イギリスの学習障害は多様にその困難に対応する 知的障害も移民も同様とする。 

・フランスの学習障害は落第制度を、バカロレアの入学資格をチャンスと提供する。 

◆ 発達障害の概念について 

・発達障害の概念は世界的・専門家的にはバラバラである。 

→発達的にみると、人間を特徴づけるもの、世界の広がりが関係する。 

 ①粗大運動発達(歩く) ②微細運動発達(物を持つ) ③言語知的発達(認知や理解) 

 ④社会性・対人関係の発達(社会で生きる コミュニケーションを含む) 

 ⑤心・精神の発達(社会における自立 反抗期) 

→上の五点の発達における障害に対して、何かサポートできること、発達と言う人の成長過程が重要である。 

◆ 子どもの発達の関連でどのように考えるか 

・(子どもの)気になる行動・・・ 「誰が(主語)気になるのか」を問うことで“子どものＳＯＳ”に「親・大人・教師・専門家」が

「どんなことをしてあげたら」 

→相談時に「一つほめること」を常に心がける、「見える形」「スケジュール化」で気持ちが楽になることがある、そしてサポート

は「傾聴する」「支持する」「自己決定」の 3 つが幹である。 

◆ 寄せられた感想 

 ①「気になる」 誰がという主語がないというお話にハッとしました。新平先生には、すべて 

の子ども支援を必要な人たちに対しての心の持ち方を教えていただいたような気がしま 

す。 

 

②時間が短く講師の先生が用意された内容を全ておききできず、残念でした。障害理 
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解、課題と制度とで内容の幅も広く、それも全体がきけなかった一因と思いました。お話 

は新しい視点での内容があったりと、興味深かったです。テーマには関心を持っていまし 

た。Ｑ＆Ａの時間を多くして個別相談の時間のような体裁をとって頂けると、具体的な事 

例で理解が進むので、そんな企画もいいかなと思います。 

 

③発達障害児にとってほめることが大切だと、それがＡ１０神経に聞くと知りました。実践し 

ていきたいと思います。 

 

④とてもよかったです。障碍者やいきにくさ等を持つ子どもや青年をサポートする仕組みを 

作る方法（役所でこういう助成金がある、相談にのってくれるところがある等）を教えてもら 

える、一緒に考えられる機会があればと思います。 

 

⑤今回のお話は専門的な話しながら分かりやすくてもっと聞きたかったです。もう 1～2 時 

間聞きたい話しでした。参加できてよかったです。ありがとうございました。また同じ内容の 

話が聞きたいです。 

 

⑥子どものことを、障がいがあるなしに関わらず、見ていきたいと思いました。褒められるこ 

とは誰にでも嬉しいことなので、いいところをたくさん見つけていきたいです。本日は貴重な 

お話をおありがとうございました。 

 

⑦柔らかい語り口で、難しい法律について教えていただき勉強になりました。誉めてあげる 

こと、声かけが次のステップにつながることを再認識しました。忙しい日々の中で忘れがち 

ですが。ありがとうございました。いじめ対策プログラムを実施している湘南ＤＶセンター(瀧 

田氏)、アートセラピー(ハート＆カラー原さきこ氏 東日本震災の心のケア―実施)、滝 

田の話しも聞いてみたい。 

 

⑧新平先生ありがとうございました。発達障害について深く知ることができました。軟らかい 

口調で会場が温かい雰囲気に包まれました。 

 

⑨制度のお話しがメインだったので、難しく感じましたが、Ｑ＆Ａでの具体的対処の方法や 

気持ちの持って生き方等わかりやすく参考になりました。 

 

⑩「発達障害とは 支援が必要なことという言葉が心に残りました。発達障害支援法が 

できて、法律ができるということは心強いことだとつくづく思います。実効ある動きはこれから 

ですね、期待されます。 

                 

参加者 32 人 感謝 

 


